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青白蛍光のあるレジオネラ属菌の検出！ 

 

レジオネラ属菌（50 数菌種）はレジオネラ症の原因菌であり肺炎やポンティアック熱を引き起こ

すことが知られていますが、この中でもレジオネラ・ニューモフィラ（Legionella pneumophila）

の検出例が大部分を占めています。今回、蛍光を発するレジオネラ・アニサ（表中 L.anisa）が冷

却塔水から分離されたので、蛍光を発する菌種を含めたレジオネラ属菌の同定の留意点と検査を実

施する上での課題について説明します。 

                    

★レジオネラ・アニサとは 

この菌は、冷却塔水から分離される菌種としては

レジオネラ・ニューモフィラに次いで分離例が多い

（1～2％）菌種ですが、患者からの分離例もあるこ

とから、ヒトの感染症の原因になると考えられてい

ます。 

レジオネラ・アニサのコロニーは青色蛍光を発し

ますが、稀に蛍光を発しない菌株があると報告され

ています。 

 

★レジオネラ・アニサと同定した経緯 

・ 蛍光が認められ、かつ市販血清でレジオネラ・

ミクダディ（L.micdadei）に凝集する、という非

定型的性状を示すレジオネラ属菌が地域調査部小

田原分室で分離されました。本菌が蛍光を発する報告がないことから当該菌株について精査を行

いました。 

・ 当該菌は PCR 法でレジオネラ・ニューモフィラ以外のレジオネラ属菌であることが確認されま

した。※１ 

・ 市販のレジオネラ免疫血清による凝集反応では、レジオネラ・ミクダディとレジオネラ・ボウ

ズマニイ（表中 L.bozemanii）に凝集が認められ、さらに国立感染症研究所から配付されてい

る免疫血清で調べた結果、レジオネラ・ボウズマニイの血清群 2にも凝集が認められ 3種の免
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疫血清に凝集を示しました。（交差反応※２） 

・ 国立感染症研究所で、この菌株の 16SrRNA 遺伝子塩基配列を解析した結果、レジオネラ・アニ

サと同定されました。 

                          

★蛍光を発する菌種を含めたレジオネラ属菌の同定

の留意点 

 １）自発蛍光 

今回の事例では、コロニーの蛍光観察を検

査項目に加えていたため、最終的に正確な同

定に繋がりました。レジオネラ属菌（50 数菌

種）の中で蛍光を発するのは 13 菌種で、その

中でも青白蛍光が観察されるのは 10 菌種で

す。レジオネラ属菌は菌種同定に有用な生化

学的性状が乏しいため、蛍光の有無は菌種の

同定に直結はしないまでも、菌種を推定する

上では比較的有効な指標になっています。 

  

★今後の課題 

   今回分離されたレジオネラ・アニサのように、レジオネラ・ミクダディやボウズマニイと交

差反応がある例は極めて希と考えられますが，今後もこのような菌株が分離される可能性はあ

ります。レジオネラ属菌の同定を行う際、少しでも結果に疑問が生じた場合は、免疫血清反応

だけではなく、DAN-DNA ハイブリダイゼーション法や遺伝子塩基配列の解析を行ってみること

も必要と考えられます。 

 

 

※１ 当該菌の同定方法 

簡易凍結法で保存された菌株を BCYE 培地で 36℃、3日～5日培養後、発育したコロニーに紫

外線（360nm）を照射したところ、コロニーによって強弱のある青白蛍光が観察された。これら

のコロニーを釣菌し、レジオネラ属菌の特徴であるＬ-システイン要求性を確認した後、PCR 法

により同定を試みた。 

 

※２ 交差反応 

   免疫血清を作製する際に、共通抗原を持つ他の菌種との交差反応が認められる場合、吸収操

作を行い、特異性の高い血清にする必要があります。しかし、吸収操作により特異抗体の力価

も低下することがあるため、この操作には限界があります。このため、国立感染症研究所から

配布されたレジオネラ・ボウズマニイ血清群 2の免疫血清のように、レジオネラ・アニサとの

弱い交差反応がある場合があるとわかっていながらも使用することもあります。 

 

 

（微生物部 呼吸器グループ 渡辺祐子） 

レジオネラ属菌の自然蛍光色

菌種 自発蛍光色
L.anisa 青白
L.bozemanii 青白
L.cherrii 青白
L.dumoffii 青白
L.gormanii 青白
L.lytica 青白（株により異なる）
L.parisiensis 青白
L.rowbothamii 青白
L.steigerwaltii 青白
L.tucsonensis 青白
L.erythra 赤
L.rubrilucens 赤
L.taurinensis 赤　（株により異なる）
　レジオネラ症検査マニュアルから抜粋



 

検出概要 

・ 7 月の病原体検出数は合計 39 件、細菌 15 件、ウイルス 24 件であった。 

・ 食中毒および感染症発生に伴う行政検査等では細菌 5件、ウイルス 1件が検出された。 

また、病原体定点等や医療機関などからの検査では、細菌 10 件、ウイルス 23 件が検出された。 

・ 腸管出血性大腸菌感染症の届出が 7月は 14 件であり、関係者調査から腸管出血性大腸菌が 3件 

検出され、厚木保健所管内および足柄上保健所管内ではいずれも O157：H7(VT1,VT2 保有)であっ 

たが、大和保健所管内では O157：HNM (VT1,VT2 保有)であった。 

・ コリネバクテリウム・ウルセランスがジフテリア様症状を呈した患者から、県内では初めて検 

出された。同菌は、ジフテリア様の臨床症状を呈する人獣共通感染症の起因菌であり、一般に牛

や羊などの家畜、犬、猫などのペットとの接触、または生の乳製品などを摂取することにより感

染することが知られている。 

 

 

 

 

 

表１　　病原体検出状況（保健所等別）―平成18年7月

腸管出血性大腸菌(EHEC) 1 1 1 3 3

サ ルモ ネ ラ O4 群 1 1 1

サ ル モ ネ ラ  O7 群 1 1 1

カンピロバクター ジェジュニ 2 2

A群溶血レンサ球菌 2 2

コリネバクテリウム ウルセランス 1 1

淋　　　　菌 3 3

マイコプラズマ ニューモニエ 1 1 2

2 1 1 1 5 5 3 1 1 15

コ ク サ ッ キ ー A4 4 4

コ ク サ ッ キ ー A16 6 6

コ ク サ ッ キ ー B5 1 1

エ コ ー 30 1 1

エ ン テ ロ 71 1 1

ア デ ノ ３ 4 4

ア デ ノ ４ 1 1

ノ ロ （ GⅠ ） 1 1 1

未 同 定 4 1 5

1 1 19 1 1 2 24

2 1 1 1 1 6 24 1 4 3 1 39

※1：病原体定点の検出数は藤沢市、相模原市、横須賀市も含めた定点の合計を計上した。

細
菌

ウ
イ
ル
ス

小
計

計

小　　　　　計

小　　　　　計

大
和
保
健
所

小
田
原
保
健
所

茅
ヶ
崎
保
健
所

三
崎
保
健
所

　　　　　　　　　　　　発生保健所

　　　　　　　検出病原体
　区分

菌
株
精
査

計小
児
科

眼
科

基
幹

県
域
外
発
生
関
連
調
査

横
須
賀
市
保
健
所

秦
野
保
健
所

藤
沢
市
保
健
所

病原体定点※１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

そ
の
他
の
医
療
機
関

食中毒および感染症発生に伴う行政検査等

相
模
原
市
保
健
所

平
塚
保
健
所

鎌
倉
保
健
所

足
柄
上
保
健
所

厚
木
保
健
所

津
久
井
保
健
所



 

検出状況  

・ A 群溶血レンサ球菌が咽頭炎患者 2名からいずれも検出され、血清型は T1 および T12 と異なっ 

ていた。 

・ 手足口病患者 10 検体から、コクサッキーウイルス A4 型が１件、同 A16 型が 6 件、エンテロウイ 

ルス 71 型が 1件検出され、前月に比して検出率がやや増加している。 

・ 無菌性髄膜炎患者から、コクサッキーウイルス B5 型が平成 16 年 8 月以来、エコーウイルス 30 

型が平成 14 年 10 月以来、それぞれ検出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２　病原体検出状況（疾患別） －平成18年7月
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検査検体数 3 5 4 4 3 3 22

腸管出血性大腸菌(EHEC) 3 3

サルモネラ  O4群 1 1

サルモネラ  O7群 1 1

カンピロバクター ジェジュニ 2 2

A群溶血レンサ球菌 2 2

コリネバクテリウム ウルセランス 1 1

淋　　　　菌 3 3

マイコプラズマ　ニューモニエ 2 2

小         　計 3 2 2 3 2 3 15

取り扱い検査件数 3 4 10 13 1 1 2 12 1 10 57

コクサッキー　A4 1 3 4

コクサッキー　A16 6 6

コクサッキー　B5 1 1

エ　コ　ー　30 1 1

エ　ン　テ　ロ　71 1 1

ア　デ　ノ　 3 3 1 4

ア　デ　ノ 　4 1 1

ノ　　ロ　（GI) 1 1

未　同　定 1 3 1 5

小        　計 3 9 7 1 2 1 1 24

3 3 2 9 7 1 2 2 3 2 4 1 39

※　4月より横須賀市、相模原市、藤沢市の検体が含まれています
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検出概要 

・ 7 月は前年同月に比べ、カンピロバクター・ジェジュニが大幅に減少した。 

・ A 群溶血レンサ球菌は、患者報告数が 6月をピークに下降し、それに伴い検出数は 2件と大幅 

に減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３　病原菌検出状況(月別）　－平成18年7月

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　月

　菌種・型別
７
月

８
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

平
成
17
年
計

１
月

２
月

３
月

４
月

5
月

6
月

7
月

平
成
18
年
累
計

腸管出血性大腸菌(EHEC) 6 4 5 18 1 3 4 6 1 3 18

毒素原性大腸菌(ETEC) 3 3

その他の大腸菌※ 2 2 1 1 21 4 3 1 3 2 13

パラチフス A菌

サルモネラ O4群 1 1

サルモネラ 07群 5 5 4 1 1 6

サルモネラ O8群 1 1 2

サルモネラ O9群 1 1 2 5 1 1

O1＆O139以外のコレラ菌

腸炎ビブリオ 24 7 31

エロモナス　キャビエ 1 1

カンピロバクター ジェジュニ 15 8 5 5 6 49 7 3 1 8 2 21

カンピロバクター コリ 1 1

黄色ブドウ球菌 1 3 4 1 1

ウエルシュ菌 60 80 80

セレウス菌 1

赤痢菌 D群

Ａ群溶血レンサ球菌　 1 1 9 4 4 5 3 6 14 2 38

コリネバクテリウム ウルセランス 1 1

淋　　　　菌 3 3

マイコプラズマ ニューモニエ 3 4 1 8 1 2 2 5

　　　　合　　　　計 26 40 27 10 14 1 215 9 12 18 93 14 30 15 191

※　EHEC(VTEC)･ETEC･EIEC以外の大腸菌



表４　ウイルス検出状況（月別）　　　－平成18年7月

　　　　　  疾　患　名

　検出ウイルス

　
７
月

　
８
月

　
９
月

 10
月

 11
月

 12
月

平
成
17
年
計

　
１
月

　
２
月

　
３
月

　
４
月

　
５
月

　
６
月

　
７
月

平
成
18
年
累
計

インフルエンザ　ＡＨ１ 6 6 19 20 6 45

インフルエンザ　ＡＨ３ 3 77 136 36 1 173

インフルエンザ　Ｂ 105 2 1 3

パラインフルエンザ　１ 1 1 2

パラインフルエンザ　３

Ｒ　　Ｓ 1 1 1 1

ポリオ　３ 1

コクサッキー　Ａ２ 1

コクサッキー　Ａ４ 1 1 4 15 4 23

コクサッキー　Ａ５ 1 1

コクサッキー　Ａ６ 12 23

コクサッキー　Ａ９ 1 1

コクサッキー　Ａ１０ 1 1 3

コクサッキー　Ａ１２ 1 1

コクサッキー　Ａ１４ 1 2

コクサッキー　Ａ１６ 4 2 4 1 1 17 1 3 6 10

コクサッキー　Ｂ３ 1 1

コクサッキー　Ｂ５ 1 1

エコー　３ 1 3

エコー　６ 2

エコー　１８ 1 1

エコー　３０ 1 1

エンテロ　７１ 5 5 1 1 13 1 1

パレコー　１ 1 1

ラ　イ　ノ 1 1

ムンプス 2 2 1 1 21 1 2 1 4

アデノ　１ 1 1

アデノ　２ 1 4 1 1

アデノ　３ 1 1 1 1 8 3 2 4 3 1 4 17

アデノ　４ 1 1 1 2

アデノ　５ 1

アデノ　３７ 1 1

アデノ　４０／４１ 2 2 2 2

アデノ（型未決定） 1 1

単純ヘルペス　１ 2 4 1 1 1 3

ロ　　　タ 1 31 1 22 9 32

小　型　球　形 1 1

ノ　　　ロ 1 21 48 240 80 13 13 36 4 1 147

サ　　 ポ 50 1 1

未　同　定 5 5

ｵﾘｴﾝﾁｱ 　ﾂﾂｶﾞﾑｼ 1 12 13

合　　　計 28 10 5 10 40 63 636 239 77 45 53 17 24 24 479

検出概要 

・ 7 月のヘルパンギーナの患者報告数は減少傾向であるものの、前月に引続きコクサッキーウイル 

ス A4 型が検出された。 

・ 手足口病の患者報告数が漸増しており、それに伴いコクサッキーウイルス A16 型が 6 件と増加

した。 


